

















































（ 3 ） ※百学連環（1870‐ 71頃）〈西周〉二「又人には〈略〉 patriotism （愛国の誠）といふあり。
























































表 1 .『大辞林第 3 版』『デジタル大辞泉』『精選版日本国語大辞典』の調査結果
　　　辞書
語例 大辞林第 3 版 デジタル大辞泉
精選版
日本国語大辞典
加湿 名詞（する） 未収録 未収録
砕氷 名詞（する） 名詞（する） 名詞
謝恩 名詞（する） 無表記 名詞
愛国 無表記 無表記 名詞
慰霊 無表記 名詞（する） 名詞
顕微 無表記 未収録 名詞
開襟 未収録 無表記 名詞（する）
解熱 未収録 名詞（する） 名詞
喫煙 未収録 名詞（する） 未収録
止痢 未収録 無表記 未収録
受話 未収録 未収録 名詞







ど（ 7 ）～（ 9 ）に見るような現代日本語の文ではなかった。
（ 7 ）再昌草 ‐ 大永六年（1526）一〇月一〇日「寒声未レ雪竹相、微霰珊々如二砕氷一
（ 8 ） 内地雑居未来之夢（1886）〈坪内逍遙〉九「心計（ばかり）なる餞別も得せず。謝恩（シャ
オン）の万分一も表する能はず



































































































































   語構成要素（複合語基）            語  
拘束形態素 自由形態素（伝統的な分類）  
      非自立的 自立的 
 意味が抽象的             あの 
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辞書
松村明（監修）（2017）．『デジタル大辞泉』
　　（https://kotobank.jp/dictionary/daijisen/）小学館
松村明（編）（2006）．『大辞林第三版』
　　（https://kotobank.jp/dictionary/daijirin/）三省堂書店
小学館国語辞典編集部（編）（2006）『精選版　日本国語大辞典』
　　（https://kotobank.jp/dictionary/nikkokuseisen/）小学館
コーパス
国立国語研究所「現代日本語書き言葉均衡コーパス」
　　（http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/）
注
1  「愛用」や「滑降」、「誤診」のような連用修飾関係の漢語を指す。筆者注。
2  野村（1998b：149）より；筆者注。
3  語によっては検索結果が500件を超えたものもあるが、表示の上限が500であるため、上位の500件をサンプル
として採集した。
4  ごく僅かであるが、「観月ありさ」のような固有名詞（人名）を表すものもあるが、そのような例を除けば全
て複合語の一部になっている例である。
5  「受動喫煙」や「漫画喫茶」、「無差別殺人」、「非営利」のように複合語の語構成要素の後項となっており、自
立性が判断できないものは除外した。また、誤植と思われる「鮎の開襟」（解禁）「製制水」（精製水）も除外した。
6  国語学、日本語学において、語はさらに自立語（詞）と非自立語（辞）の区別がされているが、詞とされて
いるものは主に動詞、形容詞、形容動詞などであり、辞とされているものは主に助動詞と助詞である。
7  影山（1993）が設定した「語幹」は、日本語学の語幹、つまり動詞、形容詞の不変化の部分という定義とは
異なり、「語」より小さく、「語根」より大きい単位である。
8  連体詞は非自立的でありながら橋本文法では自立語（詞）の類に分類されている。また、筆者が日本語教育
学会（編）（1990）など言語学の入門書を調べたところ、拘束形態素の議論において連体詞を例として挙げられ
ているものは一冊もなかった。また、庵（2012）では連体詞が「あの男」のように名詞を修飾できるとして、連
体詞を自立語に分類している。このことから、連体詞は後部の名詞に大きく依存しているにもかかわらず、「語」
であると意識されていると考えられる。
（葉秉杰 国立政治大学日本語文学系　助理教授／言語文化交流論講座　修了生）
